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【要旨】
生涯学習社会における青年期の学習動機づけ過程では、これまで３回の発表を通して学

習する存在として望ましい方向へ変化する可能性を確認してきた｡学習を支援していく側
の促進的影響を及ぼすあり方について検討し、「自己効力感」が重要な役割を果たすこと
を確認した。今回は、「自己成長に対する学生の解釈」「学生が教員に期待している支援」
の自由記述を求め分析を試みた。更に両者の構成要素を分析し、学習動機づけとの関連性
を検討することにより、学習者の視点にたつ「学習の動機づけ過程」について考察する。
多様化する学生層のなかにあって、学習者を支援していく側の関わり方、在り方、また

促進的な影響の可能性をシステマティックに分析するとともに､生涯学習に向かって高等
教育機関における学習が果す役割を探究する。

１．目的
生涯にわたって学習する人間を育てるのは､教育機関の大きな役割である｡本研究では、
その中で、高等教育機関の果たしている役割の現状を分析することを目指している。これ
まで、第１報では、入学者の学習意識の構造についての分析を行い、第２報では、卒業年
次生の学習意識の構造分析を行って、その間の変化から高等教育機関の果たしている役割
の一端を垣間見た。第３報では、それを踏まえつつ、学生の学習意識に対して、教育する
側の目的や方法に対する学生の評価や、印象の関わり合いについて、また生涯にわたって
学習する姿勢を形成する可能性について検討を行った。生涯にわたって学習する方向へ向
かう内的要因として、第３報では主として「自己効力感」を指標とする研究であった。さ
らにそれ以外の要因を探索するために本論第４報では「自己成長」「教員に対する支援」に
ついての自由記述を求め、その記述内容を分析し、学習の動機づけに関する質問との相互
関連性を明らかにすることを目的とする。

２．研究方法
１）期間：２００１年７月～８月。
２）対象：県立Ｓ大短期大学看護学科１０１名、県立Ｋ短大看護学科１０２名、Ａ短大経営
科１２９名、Ｋ短大生活学科４４名、Ｔ大学福祉心理学科３３名、国立Ｓ大教育学部４７
名、Ｂ大人間科学科２３名、合計４７９名。
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２）教員に期待する支援
教員に期待する支援については、短大看護と看護以外、大学人間科学の３グループに

区分したところ表４のとおり「キャリア」「学習の理解・方法」「ない」が上位を占めた。

ゴリー水準１l種友一４教員に期待する支援の構成要素変数カテ

表４を、更に専攻学科に分けたところ学科ごとの特色が顕著に示された。調査対象の
全体と学科ごとに1位、２位を抽出し、表５に列挙する。

表--５学科区分ごとの教員の支援構成要素ベスト２

教員に期待する支援が「わからない」が多数を占める学科が短大にも、福祉心理、
教育学科にも見られる。これは学びに向かう姿勢に関して学生側に問題が有るのか、
教員側に問題が有るのか今後の探索課題である。
また、人間関係についての悩み、相談は現状では教員には求められていない。

学生が具体的にどのような記述表現で支援を期待しているのかを示すためにその一部
を表６に例示する。

表-６学生が教員に期待する支援のカテゴリーごとの具体的記述例

ｊＩ卵T人I』

- 136 -

変
数

短大看護
S短 K短

短大その他
経営 生活

大学人間科学
人科 福祉心理 教育

小計

人生観 １ 1４ ７ ５ ３ ３ ３ ５ 4０
学習の理解・方法 ２ 4０ ８ 1４ ７ ５ ３ ７ 8４
悩み相談 ３ 1１ ５ ７ ３ ２ ０ ３ 3１
学習動機づけ ４ ５ ２ １ ２ ２ ２ ６ 2０
学生生活 ５ ７ ２ ２ ２ １ ２ １ l７
対人関係 ６ １ ０ １ ０ ０ 0 ０ ２
進路、キャリア ７ 1８ 1１ 2５ 1７ ２ ８ ９ 9０
全体的関心 ８ 1５ ５ 1６ ６ ３ ４ ８ 5７
わからない ９ １ ２ ５ １ １ 0 １ 1l
ない ０ ４ ！ 3５ １ ３ l３ I０ 6７
無記入 × ０ ０ 0 ０ 0 0 0 ０
４、 計
合 計

l l6 4３
159

1１１ 4２
153

2２ 3５ 50
107 419

全体 Ｓ短看護 Ｋ短看護 短経営 短生活 福祉心理 教育 人間科学
１位
２位

キャリア
学習理解

学習理解
キャリア

キャリア
学習理解

無記入
わからない

キャリア
学習理解

わからない
キャリア

わからない
キャリア

学習理解
(多項目に分散）

番号 構成要素変数 キーセンテンス事例
Ｉ 人生観 社会の中でどう生きていくのか。

先生の体験
２ 学習の理解
方法

雑談も取り入れて、分かりやすい授業を。
-．方的でない範囲の資料を。

３ 悩み相談 頼りにしたいときは親身になって、聞いて。
甘やかさず悪いことは叱って、欠点があったら指摘してけなし過ぎないで。

４ 学習動機づけ 本を紹介して。
チャレンジする機会を提供して。

５ 学生生活 時間を作って。
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より低い傾向が見られた（表８)。
また、自己成長について「社会的行動」カテゴリーに含まれる記述をした学生の合計点
が同じ能力・資格に対する因子の合計点に関して記述しなかった学生より高い傾向が
示された。
④教育評価、カリキュラムと学生が教員に期待している支援との関連

５）教育評価、カリキュラムについて
①教育評価に関する１６項目５件法、カリキュラムに関する２７項目５件法について
因子分析を行った。その結果､教育評価、カリキュラムとも各々４因子を抽出した。
表-８学習目的と自己成長に対する学生の解釈

自己成長に対する学生の解釈は度数が４０以上の項目についてのみ記載した。

有意確率は礪率が０.１未満のものを記載した。

注l)

注2）

構成する項目の内容からそれぞれに名称を付け､教育評価第１因子(相手への対応)、
教育評価第２因子（知識・技能)、教育評価第３因子（外国語)、教育評価第４因子
（常識・パソコン）カリキュラム第１因子（内容と教師の姿勢)、カリキュラム第２
因子（参加型)、カリキュラム第３因子（外国語の反復)、カリキュラム第４因子（学
習サービス）とした。

６）教育評価、カリキュラムと学生が教員に期待している学習に関連する支援との関連
上記６）①の各因子に属する項目について合計得点を求め、学習に関する支援種
類別に平均値を比較した。どんな支援も求めなかった「支援０：ない」に特徴が見
られた（表１０)。どんな支援も求めなかったもの(n=50)は、なんらかの支援を求め
たもの(n=276)よりも、教育評価第１因子、教育評価第３因子、カリキュラム第１
因子、カリキュラム第２因子が低い傾向であった(t検定、p<.05)。また、「支援4:
学習の動機付け」を求めたもの(n=34)は、求めなかったもの(n=292)よりもカリキ
ュラム第４因子が低い傾向であった(t検定、p<.05)。これ以外の支援と教育評価
やカリキュラムに対する関連性については明らかではなかった。
今後は支援がないことの背景と、教育評価やカリキュラムに対する分析を深める
と共に、対象者数を増やし支援を求めない学生と教員の関わりについて検討する事
が課題と考える。

７）自己成長に対する解釈と自己効力感との関係
自己効力感については第３報に述べたように６因子が抽出されており、第１因子か

ら順に、対人的効力感、自信、忍耐、困難の克服、積極性、好奇心とけ名付けている。
今回は、因子毎の因子得点を計算して、自己成長のカテゴリーそれぞれについて、自
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構成要素変数 記述 度数 因子Ｉ
平均値 標準偏差

因子２
平均値 標準偏差

因子３
平均値 標準偏差

有意確率

自己１ 成熟した
人間関係

あり
なし

4６
336

18.02
17.31

4．６７
4．９５

19.48
18.57

3．５６
3．４５

1１９１
12.09

3．５５
3．３４

自己４ 依存せず自立 あり
なし

138
．２４２

17.41
17.38

5．１１
4．８３

18.32
18.88

3．５４
3．４３

1１６６
12.3

3．１５
3．４６ 0.069

自己８ 社会的行動 あり
なし

４１
340

1７．９５
17.34

4．５２
4．９７

1９
18.64

3．２８
3‘５

12.88
1１９８

3．０２
3．３９

0.083

自己９ 内面的成長 あり
なし

118
264

17.28
17.46

4．７４
5．０１

18.68
18.68

3．１７
3．６１

12.45
11.91

3．４５
3．３１
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